
 

 

新
春
賀
詞
交
流
会
の
ご
案
内 

拝
啓 

 

師
走
の
候 
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す 

 

ま
た
平
素
よ
り
公
益
社
団
法
人
春
日
部
青
年
会
議
所
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す 

さ
て 

本
年
度
は
『
至
誠
通
天
～
理
想
を
望
み 

誠
を
貫
け
ば
人
の
心
は
必
ず
動
く
～
』
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
理
事
長 
島
村 

智
幸
を
筆
頭
に
積
極
的
な
運
動
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た 

そ
し
て
二
〇
一
八
年
度
は
理
事
長 

鈴
木 

健
太
郎
の
も
と
『
去
華
就
実
～
華
や
か
な
も
の
を
去

り 

実
に
就
く
～
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ 

地
域
に
と
っ
て 

よ
り
必
要
と
さ
れ
る
団
体
と
し
て

行
動
し
て
ま
い
り
ま
す 

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り 

皆
様
へ
の
感
謝
と 

相
互
の
親
睦
を
更
に
深
め
る
た
め
新
春
賀
詞
交

流
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す 
ご
多
用
中
と
は
存
じ
ま
す
が
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の

上
ご
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す 

敬
具 

二
〇
一
七
年 

十
二
月 

吉
日 
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二
〇
一
八
年
度 

理 

事 

長 

鈴
木 

健
太
郎 

 

記  

日
時 

二
〇
一
八
年
一
月
十
七
日 

水
曜
日 

 
 

受
付 

 

午
後 

六
時
〇
〇
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開
会 

 

午
後 

六
時
三
〇
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

閉
会 

 

午
後 

八
時
三
〇
分 

場
所 

東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
（
地
図
参
照
） 

会
費 

五
，
〇
〇
〇
円 

以
上 

※ 

酒
席
と
な
り
ま
す
の
で
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い 

※ 

当
日
は
皆
様
と
お
名
刺
の
交
換
を
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
お
手
数
で
す
が
ご
持
参
戴
き
ま
す
様

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

※ 

恐
れ
入
り
ま
す
が
同
封
の
葉
書
に
て
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

お
問
合
せ
先  

公
益
社
団
法
人
春
日
部
青
年
会
議
所 

二
〇
一
八
年
度  

専
務
理
事 

小
川 

哲
史 
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